
水曜
（WED）

金曜
（FRI）

木曜
（THU）

日曜
（SUN）

火曜
（TUE）

月曜
（MON）

土曜
（SAT）

古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

平 瀧

●「縁結び隊」による結婚
相談会（ホテル彩陽ＷＡ
ＫＩＧＡＷＡ）14：00～
16：00

●ひらど軽トラ市（木引
田町・宮の町商店街）9：
00～ 12：00
●北松北部クリーンセン
タ ー 受 入 日（9：00～
16：00）

●よろず相談会（田
平町民センター）9：
00～ 17：00

●年金相談（市役所
本庁３階会議室）
10：00 ～15：00

●年金相談（市役所
本庁３階会議室）
10：00 ～15：00

●年金相談（市役所
本庁３階会議室）
10：00 ～15：00

●年金相談（舘浦出
張 所）10：30 ～
15：00

●ハローワークin平
戸市（平戸文化セン
ター）10：00～ 15：
00

●ハローワークin平
戸市（平戸文化セン
ター）10：00～ 15：
00

●ライブラリーコン
サート（平戸図書館）
19：00～

●若者応援相談会in平
戸（未来創造館会議室
Ａ）11：00～ 16：00

●赤ちゃんおはなし会
（平戸図書館おはなしの
へや）10：30～

●春のおはなし会（未来
創造館ホール）10：30～

●赤ちゃんおはなし会
（平戸図書館おはなしの
へや）10：30～

●おはなし会（平戸
図書館おはなしのへ
や）14：00～

●おはなし会（平戸
図書館おはなしのへ
や）14：00～

●おはなし会（平戸
図書館おはなしのへ
や）14：00～

●おはなし会（平戸図書館
おはなしのへや）14：00～

●こども映画上映会（未来
創造館ホール）①10：30～、
②14：00～

●こども映画上映会（未来
創造館ホール）①10：30～、
②14：00～

※掲載している情報については、新型コロ
　ナウイルス感染症の状況によって、中止
　または延期となる場合があります。

●おはなし会（永田記
念図書館）14：00～

●おはなし会（永田記
念図書館）14：00～

●おはなし会（永田記
念図書館）14：00～

●春のおたのしみ会
（ふれあいセンターゆ
めホール）10：00～
●おはなし会（永田記
念図書館）14：00～

●みんなでシネマ
（未来創造館ホール）
14：00～

●みんなでシネマ
（未来創造館ホール）
14：00～

21

20 春分の日

22

19

27

28

2623 24

29 30 31

171614 15 18

1311 12９７ ８

６５４３２１

永田記念図書館休

永田記念図書館休

永田記念図書館休

永田記念図書館休永田記念図書館休

25

●消費生活相談・定例
行政相談大島地区（大
島村公民館）14：00
～ 16：00

●消費生活相談生月
地 区（舘 浦 出 張 所）
13：00～ 15：00

●定例行政相談生月
地 区（舘 浦 出 張 所）
13：00～ 15：00

10

永田記念図書館休

夢あふれる　未来のまち　平戸
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３
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今
月
号
の
広
報
ひ
ら
ど
は
、

平
戸
市
の
ご
み
の
現
状
と
取

り
組
み
に
つ
い
て
特
集
し
ま
し

た
。

　

ご
み
問
題
は
、
身
近
な
こ

と
で
す
が
意
外
と
知
ら
な
い
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
回

紹
介
し
た
婦
人
会
や
古
紙
回

収
事
業
者
の
取
り
組
み
な
ど

を
通
じ
て
、
ま
ず
は
自
分
の
身

の
回
り
の
ご
み
の
処
分
方
法
に

つ
い
て
見
直
し
て
、
地
球
に
え

え
こ
と
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

２
月
７
日
、
川
内
峠
の
野

焼
き
を
撮
影
。
瞬
く
間
に
炎

が
広
が
り
、
草
原
を
燃
や
し

尽
く
す
様
は
圧
巻
で
し
た
。

　

今
年
の
野
焼
き
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
関
係
者
の
み

で
の
実
施
と
な
っ
た
た
め
、
見

れ
な
か
っ
た
人
も
い
る
か
と
思

い
ま
す
。
平
戸
市
公
式
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル「
平
戸

チ
ャ
ン
ネ
ル
」に
当
日
の
様
子

を
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

３月の各種イベントや行政情報などをカレンダーで紹介します。
３月のイベントカレンダー
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特
集
特
集

ー
平
戸
市
の
ご
み
の
現
状
と
取
り
組
み
ー

特
集分

け
れ
ば
資
源

　
　
混
ぜ
れ
ば
ご
み

分
け
れ
ば
資
源

　
　
混
ぜ
れ
ば
ご
み

ー
平
戸
市
の
ご
み
の
現
状
と
取
り
組
み
ー

毎月１回、古紙回収を行っている生月婦人会の皆さん



夢に向かって羽ばたけ

このコーナーでは、未来の夢に向かって頑張る市内の小・中学生・高校生を紹介します

応援団
からの

一言

長崎美景シリーズ「平戸カテドラルグリーン」

人事課秘書広報班　☎22-9102問

　株式会社石丸文行堂が創業135周年を記念
して、いつまでも守りたい長崎の美しい景色
をテーマとした「長崎美景」シリーズの第７弾
として、平戸市にある平戸ザビエル記念教会
の神秘的な美しさや色合いなどを万年筆やイ
ンクで表現した「平戸カテドラルグリーン」を
発売しました。
　この日は、石丸文行堂の石丸忠直社長らが
市役所を訪れ、市長に万年筆とインクを贈呈
しました。石丸社長は「万年筆やインクを買っ
た人たちが、そのモチーフとなった地域の風
情を感じてもらい、実際に訪れてみたくなる
ようなコンセプトで開発しました。今後は、
平戸の魅力を文具と一緒に発信していきたい
と思っています」と話しました。
　なお、平戸カテドラルグリーンの万年筆お
よびインクの売上金の一部は、長崎の教会群
の保全活動などにも活用されます。

火災救急件数

４件（０件）

145件（149件）

■火災

■救急

※（ 　）内は昨年同期

交通事故件数
令和２年１月末現在令和３年１月末現在

  ６件 （ ４件）

  ０人 （ ０人）

  ６人（ ４人）

■件　数

■死　者

■負傷者

※（ 　）内は昨年同期

消防本部予防課　☎22-3167問総務課危機管理班　☎22-9101問

人口の動き

■総人口　30,242人（-23人）

■男　性　14,308人（-19人）

■女　性　15,934人（-４人）

■世帯数　13,865戸（+５戸）

■平戸地区   17,445人  （-16人）
　 北部地区　  10,303人　（-18人）         
　  中部地区　    3,409人　（+  １人）
　  南部地区　    3,733人　（+  １人）

■生月地区     5,119人 （-19人）
■田平地区　 6,683人 （+15人）
■大島地区　     995人 （- ３人）

令和３年２月１日現在

市民課戸籍住民班　☎22-9123問
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48

田口　美佐 さん

度島中学校

度島町

　  たぐち　　　        みさ

２年

２人の兄を持つ３
人兄妹の末っ子。
得意教科は保健
体育で、キャプテ
ンにも自ら立候補
する活発な生徒。

『後輩の良い見本に』

　小さいころから身体が柔軟で、体を動かすことが好きでした。
中学校では部活が卓球部しかありませんが、２人の兄の姿を見
て自分も結果が出せるようにと頑張っています。
　下の学年の良い見本となるよう次の大会でも、キャプテンと
して皆を引っ張っていってほしいと思います。

母・あけみさん

少
人
数
の
ハ
ン
デ
を
も
の
と
も
せ
ず

個
人
で
も
団
体
で
も
優
勝
を
目
指
す

３広報ひらど

引
っ
張
る
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
奮
闘

し
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
卓
球
を

始
め
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
、「
度

島
中
学
校
に
は
部
活
動
が
卓
球
部

し
か
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
も
と
も
と
ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き

で
、
小
学
生
の
と
き
は
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
」

と
話
し
ま
す
。

　

得
意
な
プ
レ
ー
に
つ
い
て
は
、

「
バ
ッ
ク
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
が
得
意
で
、

試
合
で
思
い
通
り
に
決
ま
っ
た
と
き

は
と
て
も
う
れ
し
い
」と
笑
顔
を
見

せ
ま
す
。
ま
た
、「
憧
れ
は
伊
藤
美

誠
選
手
。
チ
ャ
ン
ス
の
時
に
ど
ん
ど

ん
攻
め
る
強
気
の
プ
レ
ー
が
か
っ
こ

い
い
で
す
」と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　

指
導
す
る
顧
問
の
石
井
先
生
は
、

「
勉
強
も
部
活
も
一
生
懸
命
に
取
り

組
む
生
徒
で
す
。
特
に
苦
手
な
こ
と

や
弱
点
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
姿

勢
が
素
晴
ら
し
い
で
す
」と
目
を
細

め
ま
す
。

　

最
後
に
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
尋

ね
る
と「
３
年
生
で
迎
え
る
中
総
体

で
個
人
で
も
団
体
で
も
優
勝
を
目
指

し
ま
す
」と
元
気
に
答
え
て
く
れ
ま

し
た
。

優
勝
。
団
体
戦
で
も
、
部
員
が
規

定
の
人
数
よ
り
１
人
少
な
い
と
い
う

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
背
負
い
な
が

ら
も
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
女
子
部
員
は
２
年
生
２

人
、
１
年
生
３
人
の
わ
ず
か
５
人
。

田
口
さ
ん
は
少
数
精
鋭
の
チ
ー
ム
を

　
　
　

校
生
徒
13
人
と
い
う
小
さ

　
　
　

な
中
学
校
で
、
日
々
卓
球
の

練
習
に
打
ち
込
ん
で
い
る
の
が
、
今

回
紹
介
す
る
度
島
中
学
校
２
年
の

田
口
美
佐
さ
ん
で
す
。
田
口
さ
ん
は
、

令
和
２
年
度
平
戸
市
新
人
大
会
の

卓
球
女
子
個
人
の
部
に
お
い
て
見
事

全

目次・長崎美景シリーズ「平戸カテドラルグ
リーン」・人口の動き・交通事故件数・火
災救急件数

夢に向かって羽ばたけ

分ければ資源混ぜればごみ
～平戸市のごみの現状と取り組み～

平戸市表彰式

ふれあいバスのダイヤ変更

新型コロナウイルス感染症のワクチン接種

そうだ図書館へ行こう

まちづくり協議会紹介・「古写真」から見る平戸の記憶遺産

高齢者通いの場

消費生活センター・国際交流員の日記

子育て・健康応援コーナー

見逃せない情報がココに（お知らせ）

各種表彰

暮らしに役立つ情報がここにも（お知らせ）

まちのできごと

うぶ声＆おくやみ・ＴｏｗｎＴｏｐｉｃ

ハッピーバースデー

カレンダー

Ｐ２

　Ｐ３

Ｐ4～７

Ｐ８～９

Ｐ10

Ｐ11

P12

Ｐ13

P14

Ｐ15

Ｐ16～17

Ｐ18～21

Ｐ22

Ｐ23

Ｐ24～25

Ｐ26

P27

P28

（　）は、前月との比較
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人
口
は
減
少
、
ご
み
は
増
加

　　

日
本
の
人
口
は
、
２
０
０
８
年
を
ピ
ー

ク
に
年
々
減
少
し
て
お
り
、
平
戸
市
に
お

い
て
も
、
人
口
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
市
内
の
ご
み
排
出
量
は
横
ば

い
状
態
が
続
い
て
い
る
一
方
で
、
１
人
１

日
当
た
り
の
ご
み
排
出
量
は
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。

全国的に問題となっているごみの増加
　2018年度の全国のごみ総排出量は、4,272万トンで東京ドーム約
115杯分もの量を廃棄していることになります。しかもこの数字は、
一般廃棄物の量で産業廃棄物なども含めるともっと多くの量のごみを
廃棄していることになります。平戸市においても、ごみの減量化は大
きな問題となっており、地球温暖化や海岸漂着ごみ、海洋プラスチッ
ク問題など環境問題とも直結しています。ごみを減らし自然豊かな平
戸市にするため、私たちができる取り組みについて考えてみましょう。

ごみを減らすために、私たちができる取り組み

特集

分
別
の
徹
底
で
費
用
削
減

　　

現
在
ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
、
北
松
北

部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
し
尿
汚
泥
と
と

も
に
処
理
し
て
い
ま
す
。
そ
の
運
営
経
費

は
年
間
で
約
13
億
円
必
要
で
あ
り
、
そ
の

う
ち
平
戸
市
は
約
７
億
円
を
負
担
し
て
い

ま
す
。
１
世
帯
あ
た
り
に
直
す
と
約
５
万

円
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
古
紙
な
ど

身
近
な
も
の
の
分
別
を
普
段
か
ら
徹
底
し
、

再
資
源
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
可
燃

系
ご
み
と
資
源
系
ご
み
の
分
別
を
徹
底
す

る
こ
と
で
、
北
松
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
の
処
理（
焼
却
）費
用
が
削
減
さ
れ

ま
す
。
ま
た
資
源
系
ご
み
は
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
再
資
源
化
さ
れ
、
一
部
が
収
益
と

な
り
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
運
営
経
費
な

ど
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

分ければ 資 源 混ぜれば ご み

平戸市の人口推移／１人１日当たりのごみ排出量／年間ごみ排出量

①活発な生産・消費活動によるごみ総量の
　増加
②再資源化および分別意識の低下
③産業廃棄物の混入によるごみの増加
④海岸漂着ごみ、家屋解体廃棄物、家屋整
　理ごみの増加

１人１日当たりのごみ排出量増加の要因

北松北部クリーンセ

ンターで処理してい

る、生ごみ・し尿・

浄化槽汚泥につい

ても、一部再資源

化され、汚泥堆肥

「環境一番」として

販売されています。

汚泥堆肥「環境一番」

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

（トン・人） （グラム）

40,000

30,000

20,000

10,000

1,200

900

600

300

9,8809,130 9,148 9,427 9,910 9,999 9,885 9,759 9,547 9,659

677 689 720
771 793 798 802 800 822

855

31,641

36,931 36,395 35,762 35,214 34,555 33,921 33,319 32,692 32,186

（年度）

■１人１日当たりごみ排出量（グラム）▲平戸市の人口（人） ●年間ごみ排出量（トン）

人口は年々減っているが年間のごみ排出量は
変わらないため、１人当たり１日に排出される
ごみの量は増えている。

　　

ま
た
、
平
戸
市
か
ら
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
持
ち
込
ま
れ
る
可
燃
ご
み
約
８
千

ト
ン
の
中
に
は
、
再
資
源
化
で
き
る
古
紙

類
、
古
布
類
が
約
４
千
ト
ン
近
く
含
ま
れ

る
と
推
定
さ
れ
、
仮
に
そ
の
う
ち
の
10
％

が
再
資
源
化
さ
れ
た
と
す
る
と
、
単
純
計

算
で
１
６
，
０
０
０
円×

４
０
０
ｔ
＝
６

４
０
万
円
の
更
な
る
費
用
削
減
が
見
込
ま

れ
ま
す
。

　

ご
み
を
出
す
市
民
が
ご
み
減
量
に
関
心

を
持
ち
、
ほ
ん
の
少
し
工
夫
す
る
こ
と
で

ご
み
減
量
や
経
費
削
減
、
ひ
い
て
は
環
境

保
全
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

※平成３０年一般廃棄物処理実態調査結果（環境省）



古紙回収拠点施設設置事業者の声

　生月婦人会は、会員、準会員含めて約220人が活動しています。

活動内容は、運動会や敬老会など地域活動への協力や会員の交流、

研鑽を高めるための研修会などの開催、そして地区清掃、資源物

回収作業など生月地区の環境美化活動を行っています。

　今年は新型コロナウイルスの影響もあり、多くの行事が中止にな

り、地域貢献の場が減ってしまいとても残念ですが、落ち込むので

はなく、資源物回収やプランターの設置に特に力を入れてきました。
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地域活動を通じて、自然豊かなきれいなまちに

生月婦人会

会長  松本　喜美子 さん
資源物回収は毎月行ってい

ますが、生月小学校の児童や社協、福祉施設の皆さん、

そして町民の皆さんの協力もあり、多くの資源物が回収

できとても感謝しています。これからも、会員の団結力を

深めながら、平戸市のごみ減量化に貢献し、自然豊かで

きれいな町を守り続けていきたいと思います。

ご
み
減
量
・
再
資
源
化
の
支
援
制
度

　

市
の
支
援
制
度
と
し
て
各
種
団
体
が
回

収
し
た
紙
類
の
量
に
対
し
て
交
付
す
る

「
再
資
源
化
推
進
交
付
金
」や
回
収
し
た
資

源
物
の
保
管
場
所
や
拠
点
回
収
施
設
の
整

備
に
要
し
た
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る

「
資
源
物
拠
点
回
収
施
設
支
援
事
業
」が

あ
り
ま
す
。

　　　

し
か
し
、
グ
ラ
フ
で
も
分
か
る
よ
う
に
、

集
団
回
収
に
お
け
る
活
動
団
体
数
お
よ
び

回
収
量
は
、
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
少
子
高
齢
化
に
伴
う
活
動
団
体
の
解

散
や
構
成
員
数
の
減
少
に
よ
る
１
団
体
あ

Interview

Interview

地域で活動する団体の声

ごみの4Ｒ運動を進めましょう
Refuse(断る)　
マイバックを持参してレジ袋を断るなど、ごみになる物
は発生源から断ちましょう。

Reduce（少なくする）　
ごみになる物が少なくなるよう行動しましょう。

Reuse（再使用する）
フリーマーケットに出品するなど、使わなくなった物は他
の活用方法を考えましょう。

Recycle（再生利用する）
古紙や使用済みペットボトルなどの資源ごみは分別し、
有効活用しましょう。

4つの取り組みを実践してごみの減量化・再資源化

ごみ出し3原則を守りましょう
指定ごみ袋の使用
指定ごみ袋を適切に使用しましょう。（ビン類は資源大袋
に入れない。水分はよく切る。袋の口をガムテープでふ
さがないなど）

適正に分別し再資源化を図りましょ
う。また適正に分別されないと回収
できません。
※分別の仕方については、各家庭
　に配布している「ごみ出し便利帳」
　を確認してください。

必ず時間と場所を守り、地域ぐるみで地域の衛生環境、
景観を守りましょう。

決められた時間・場所に

分別・リサイクルの徹底

リフューズ

リデュース

リユース

リサイクル

まずは身近にできる２つのことから

古紙回収量の推移

集団回収団体数

集団・行政回収による回収量 拠点回収施設での回収量

平
戸
市
に
お
け
る
ご
み
減
量
化
と

再
資
源
化
の
取
り
組
み

まつもと　　　きみこ

部長

伊藤　清 さん

大和紙料株式会社
九州営業本部

いとう　　   きよし

　
　
　

れ
ま
で
、
平
戸
市
に
は
古

　
　
　

紙
回
収
拠
点
施
設
が
な

か
っ
た
た
め
、
子
供
会
や
婦
人
会

な
ど
で
行
わ
れ
る
団
体
回
収
に
出

せ
な
い
地
区
や
市
民
の
皆
さ
ん
の

大
切
な
資
源
が
残
念
な
が
ら
ご
み

化
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
回
収
拠
点
施
設
を
市

内
で
展
開
で
き
れ
ば
ご
み
の
減
量

化
に
つ
な
が
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
を

通
し
て
地
域
の
活
性
化
や
新
規
雇

用
が
生
ま
れ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

お
役
に
立
て
る
の
で
は
な
い
か
と

の
思
い
で
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

今
は
、
新
聞
や
雑
誌
な
ど
の
紙

媒
体
の
も
の
が
電
子
化
さ
れ
る
な

ど
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
時
代
に

入
り
、
古
紙
回
収
量
も
減
っ
て
き

て
い
ま
す
。
幸
い
、
平
戸
市
で
は

全
国
平
均
よ
り
も
高
い
水
準
で
回

収
率
を
維
持
で
き
て
お
り
、
新
し

い
古
紙
回
収
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

し
て
全
国
に
発
信
で
き
る
よ
う
市

民
の
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
ご
協
力

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
拠
点
施
設
に
持
ち
込
ま

れ
る
場
合
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

な
い
木
材
や
鉄
な
ど
も
混
じ
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
再

度
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

た
り
の
回
収
量
の
減
少
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
一
方
で
、
平
成
30
年
度
か
ら
設
置

し
た
拠
点
回
収
施
設
の
回
収
量
は
年
々
増

加
し
て
お
り
、
市
全
体
の
古
紙
類
回
収
量

は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

　

市
で
は
、
古
紙
類
な
ど
の
再
資
源
化
を

推
進
す
る
た
め
、
以
下
の
項
目
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

①
活
動
団
体
へ
の
支
援

②
回
収
事
業
者
へ
の
支
援

③
離
島
で
の
古
紙
類
回
収
方
法
の
検
討

④
事
業
系
ご
み
の
適
正
な
分
別
お
よ
び
再

　
資
源
化
の
推
進

　

ま
ず
は
、
燃
え
る
ご
み
と
し
て
捨
て
る

の
で
は
な
く
、
捨
て
る
前
に
再
資
源
化
で

き
な
い
か
考
え
て
く
だ
さ
い
。
再
資
源
化

で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
・
団

体
な
ど
の
古
紙
回
収
な
ど
を
利
用
し
、
地

区
に
回
収
団
体
な
ど
が
無
い
場
合
は
、
市

内
４
カ
所
に
あ
る
拠
点
回
収
施
設
を
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

H28 H29 H30 R1

619,517

163 155 156 143

50300,000

600,000

900,000

1,200,000
（ｋｇ） （団体）

150

200

100590,101
581,342

668,354

199,440
24,790

リサイクルでごみ減量化・再資源化だけでなく
地域の活性化や新規雇用にも貢献していきたい

こ

▲地元高校の卒業生も雇用されています。
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２
月
14
日
、
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

「
令
和
２
年
度
平
戸
市
表
彰
式
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
平
戸
市
の
発
展
に
こ
れ
ま

で
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
令
和

２
年
度
中
に
各
種
大
会
な
ど
で
活
躍
し
た

皆
さ
ん
の
功
績
を
讃
え
表
彰
し
ま
し
た
。

　

地
方
自
治
や
社
会
福
祉
、
産
業
な
ど
、

市
政
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
33
人
・
２
団
体

に
市
民
表
彰
。
ま
た
、
景
観
の
保
存
・
形

成
に
貢
献
さ
れ
た
１
人
に
景
観
表
彰
。
社

会
教
育
な
ど
に
貢
献
さ
れ
た
人
や
学
校
文

化
活
動
な
ど
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
13

人
・
２
団
体
に
教
育
委
員
会
表
彰
。ス
ポ
ー

ツ
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
り
、
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
寄
与
し
た
６
人
・
２
団
体
に

ス
ポ
ー
ツ
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）
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◎
地
方
自
治
功
労 

　
　

　

永
田　

孝
次
郎

　

作
江　

喜
美
子

◎
社
会
福
祉
功
労

　

宮
本　

照
芳

　

坂
本　

ヨ
ウ
子

　

長
田　

康
志

岩
の
上
町

大
久
保
町

津
吉
町

生
月
町

田
平
町

　

松
尾　

清
隆

◎
産
業
功
労

　

末
武　

増
美

　

橋
本　

蜜
昭

　

㈱
石
井
牧
場 

代
表
取
締
役
社
長 

石
井 

一
彦

◎
教
育
文
化
功
労

　

住
江　

泰
代

◎
交
通
安
全
功
労

　

森　

ト
シ
子

　

福
口　

正
光

◎
消
防
防
災
功
労

　

深
浦　

一
成

　

市
瀨　

耕
一
郎

　

久
保
川　

敏
治

　

松
本　

豊
美

　

立
石　

孝
広

　

冨
村　

藤
男

　

山
下　

勝

　

松
永　

敏

　

山
口　

幸
司

　

川
本　

信
秀

　

小
田　

浩
史

　

綾
香　

信

　

近
藤　

辰
美

　

市
木　

幸
一

◎
人
命
救
助

市
民
表
彰

　

田
渕　

寛
治

　

村
田　

大
賀

　

山
口　

芳
行

　

綾
香　

良
一

　

綾
香　

宏
章

　

綾
香　

幸
城

　

山
口　

和
幸

◎
優
良
団
体

　

東
京
・
平
戸
北
松
会　

　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

亀
山　

弘
行

　

な
が
さ
き
西
海
農
協

　
　

平
戸
地
区
い
ち
ご
部
会 

部
会
長 

森 

厚

　
◎
建
築
景
観

　

川
村　

美
智
代

◎
社
会
教
育
功
労

　

永
田　

郁
郎

　

立
石　

利
一
郎

　

原
田　

仁
志

　

今
川　

亮
生

　

谷
本　

健
市

　

平
田　

彌
生

市民表彰および景観表彰受賞者

教育委員会表彰およびスポーツ表彰受賞者

鏡
川
町

田
平
町

朶
の
原
町

　
　
　
　

田
平
町

生
月
町

度
島
町

辻
町

田
平
町

田
平
町

大
島
村

大
島
村

津
吉
町

飯
良
町

大
久
保
町

大
久
保
町

度
島
町

川
内
町

川
内
町

春
日
町

木
ヶ
津
町

大
島
村

獅
子
町

獅
子
町

獅
子
町

主
師
町

岩
の
上
町

主
師
町

大
島
村

紐
差
町

大
島
村

宮
の
町

木
場
町

大
久
保
町

生
月
町

宝
亀
町

平
戸
市
表
彰
式

令
和
２
年
度

景
観
表
彰

教
育
委
員
会
表
彰

　

井
元　

ひ
と
み

　

亀
渕　

寛

　

福
海　

晶
子

◎
社
会
教
育
特
別
功
労

　

永
田　

徹
己

◎
学
校
教
育
功
労

 

門
谷　

正
章

　

江
口　

よ
し
子

◎
学
校
文
化
活
動

　

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
大
島
22

　

猶
興
館
高
校
文
芸
部

　

島
田　

香
朋

◎
ス
ポ
ー
ツ
賞（
個
人
）

　

破
戸　

崚
佑

　

松
園　

大
成

　

松
口　

忠
弘

◎
ス
ポ
ー
ツ
賞（
団
体
）

　

平
戸
市
相
撲
連
盟

◎
体
育
功
労
賞（
個
人
）

　

松
園　

道
子

　

久
保
川　

宏
和

　

小
場　

俊
雄

◎
社
会
体
育
優
良
団
体

　

瓊
水
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

生
月
町

下
中
津
良
町

川
内
町

田
平
町

浦
の
町

生
月
町

大
島
中
学
校

猶
興
館
高
校

平
戸
高
校
３
年　

　
生
月
中
学
校
２
年

日
本
体
育
大
学
４
年

北
松
農
業
高
校
２
年

紐
差
町　
　

大
島
村

生
月
町

ス
ポ
ー
ツ
表
彰

53
個
人
・
６
団
体
の

功
績
を
讃
え
て
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予防接種の接種順位

接種券（クーポン券）の発送

見本

問　新型コロナウイルスワクチン接種推進チーム　☎２２-9106
問　地域協働課協働政策班　☎２２-9105

４月１日（木）から、下記のとおりダイヤが変更になります。

※中南部地区には、詳しい運行ダイヤを後日送付します。

３月１日（月）から、新型コロナウイルスワクチン接種推進チームを庁内に設置し、今
後の接種スケジュールや接種方法など速やかなワクチンの接種体制を推進します。
今後、広報紙やホームぺージなどをとおして、ワクチン接種の情報をお知らせしてい
きます。

接種券は、右のような封筒で「②高齢者」から接種順位
に沿って自宅へ発送します。ワクチン接種の際には、接
種券が必要となりますので、届いた接種券は大切に保
管してください。

①～⑤の順番で予防接種を行います。

平戸市では、市内の医療機関で接種することができま
す。
詳しい接種時期、接種できる医療機関については、随
時お知らせします。

②高齢者への発送時期　３月下旬ごろ（予定）

医療従事者

高齢者

65歳未満で基礎疾患がある人

高齢者施設従事者

60～ 64歳の人

上記以外の人

①

②

③

④

⑤

908人

5,758人

7,146人

1,907人

454人

2,360人

11,732人

30,265人

総人口の３％

令和３年１月１日基準日

総人口の6.3％

総人口の1.5％

令和３年４月１日基準日

総人口から①～④を除いた人数

65～ 74歳

75歳以上

合計

ふれあいバスの回数券が下記の民間バス会社やコ
ミュニティバスでも利用できるようになります。

　昨年の10月1日から、中南
部地区のふれあいバスで、昼
間の時間帯にデマンド運行を
実施しています。
　右の表の運行範囲内であれ
ば、電話予約をすることで自
宅から目的地（地区内）まで行
くことができます。

西肥バス、生月バスを利用して市民病院を受
診する場合、バス料金が片道一律200円にな

▼西肥バス
▼生月バス
▼大島島内巡回バス
▼度島まち協コミュニティバス
▼中野まち協コミュニティバス
▼津吉まち協コミュニティバス
▼志々伎まち協コミュニティバス

●土日祝運休

宮の浦⇒紐差
種別

●

●

紐差⇒宮の浦

７：20
８：25
13：55
15：35
16：49

中部地区
紐差、宝亀、大川原
（根獅子、飯良は土曜
のみ利用可）

（有）ケイライン
（☎22-3336）

午後１時30分
～午後６時

午後１時30分
～午後４時30分

津吉地区まちづくり
運営協議会
（☎27-0611）

津吉、中津良南部地区

７：25
８：30
14：00
15：40
16：54

７：37
８：42
14：12
15：52
17：06

７：42
８：47
14：17
15：57
17：11

７：47
８：52
14：22
16：02
17：16

７：49
８：54
14：24
16：04
17：18

７：53
８：58
14：28
16：08
17：22

７：59
９：04
14：34
16：14
17：28
19：17

８：03
９：08
14：38
16：18
17：32
19：21

８：04
９：09
14：39
16：19
17：33
19：22

８：07
９：12
14：42
16：22
17：36
19：25

宮の浦 野子 船越 志々伎

回　送

津吉橋 下中津良 平戸高校前 根獅子道 紐差平戸市民病院前津吉入口

種別

●

●

●

● ７：35
11：50
12：50
16：00
17：50
18：30
19：35

７：38
11：53
12：53
16：03
17：53
18：33
19：38

７：39
11：54
12：54
16：04
17：54
18：34
19：39

７：42
11：57
12：57
16：07
17：57
18：37
19：42

７：49
12：04
13：04
16：14
18：04
18：44
19：49

７：53
12：08
13：08
16：18
18：08
18：48
19：53

７：55
12：10
13：10
16：20
18：10
18：50
19：55

8：00
12：15
13：15
16：25
18：15
18：55
20：00

8：05
12：20
13：20
16：30
18：20
19：00
20：05

8：17
12：32
13：32
16：42
18：32
19：12
20：17

8：22
12：37
13：37
16：47
18：37
19：17
20：22

津吉橋下中津良平戸高校前根獅子道紐差 平戸市民病院 前津吉入口 宮の浦

廃止

廃止

新規

新規

野子船越志々伎

ふれあいバスの回数券が共通券に

デマンド運行をご利用ください

算定方法など 推定人数

接種方法

ワクチンの接種について

地区 運行範囲 利用申込先 利用時間

ふれあいバス
４月１日からダイヤ変更

ります。利用の際
は、市民病院窓口
にて受診証明券の
申請を行い、バス
の利用の際に提示
してください。

市民病院までが一律200円に

対象者順番

新型コロナウイルス感染症
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会　場 開 催 時 間主 な イ ベ ン ト

本
は
、
市
内
の
図
書
館
・
図
書
室
ど
こ
で
も
貸
出
・
返
却
で
き
ま
す
。

そ
う
だ

 
図
書
館
へ
行
こ
う

刊
新
の
め
す
す
お

vol.24「古写真」から見る平戸の記憶遺産
文化交流課文化遺産班　☎22-9143問

生月町の町民運動会

昭和40年代ごろの町民運動会の様子

現在の上場グラウンド

平戸図書館

毎週日曜 午後２時～

10日（水）・24日（水）  午前10時30分～

６日（土）午前10時30分～

13日（土）・25日（木）　午後２時～

27日（土） 午後７時～

27日（土）　午前10時～

毎週土曜 午後２時～

おはなし会（おはなしのへや）

赤ちゃんおはなし会（おはなしのへや）

春のおはなし会（COLAS平戸ホール）

「みんなdeシネマ」（COLAS平戸ホール）
『天使のいる図書館』（邦画:108分)

ライブラリーコンサート（平戸図書館）　　　
門屋尚山と竹友会（尺八）（予定）　　　　　　
春のおたのしみ会

おはなし会 ※随時変更することがあります。
永田記念図書館

『ようかいむらの
　どきどきひなまつり』
作・絵／たかいよしかず
出版社／国土社

『きみを変える50の名言 ２期３
  　大谷翔平、渡辺直美ほか』
文／佐久間　博
出版社／汐文社

『毎日燃えメシ
　ゆるーく続けて脂肪が燃える！』
出版社／枻出版社

『響け、希望の音
　東北ユースオーケストラから
　つながる未来』
著／田中　宏和
出版社／フレーベル館

『みんなの遊べる軽トラ
　軽トラを遊び倒すすべてを紹介！』
出版社/扶桑社

人間の世界のように、学校や
遊園地や季節や年中行事があ
る「ようかいむら」。今日は
ようかいむらのひなまつりで
す。だれがおひなさまになる
のでしょうか…？ 

現代で活躍する著名人を中心
に、様々な立場から生きる上
で参考になる名言を集めた一
冊。旅立ちの季節、言葉はす
てきな贈り物です。

東日本大震災で被災した子ど
もたちの「音楽」を救うため、
音楽家・坂本龍一さんは「東北
ユースオーケストラ」を立ち上
げました。音楽で、心の復興
を！感動ノンフィクション。

ダイエットは筋肉をつくり、
代謝をアップし、脂肪燃焼を
促進することが大事！賢く食
べて脂肪を燃やす食習慣をゆ
る～く、ラクに続けるヒント
満載の本です。

軽トラの奥深い魅力を味わお
う！軽トラのポテンシャルを
最大限に引き出した、多彩な
遊び方を紹介するほか、軽ト
ラオフロード走行テクニック、
「レジャーパーツ」カタログ、
軽トラの選び方、軽トラ雑学
などを収録しています。

『お探し物は図書室まで』
著/青山　美智子
出版社/ポプラ社
悩める人々が立ち寄った小さ
な図書室。不愛想だけど聞き
上手な司書さんが、思いもよ
らない選書と可愛い付録で人
生を後押ししてくれて…。明
日への活力が満ちてくる、書
下ろしハートウォーミング小
説です。

今月の休館日　永田記念図書館：2日(火）・9日(火)・16日(火)・23日(火)・28日（日）・30日（火）

図書館ホームページ

http://www.hirado-lib.jp
携帯電話から
ＱＲコードを読み込んで
簡単にアクセスできます。

各図書館・図書室連絡先図書館のイベント情報

田平町中央公民館図書室 ☎22 - 9211
大島村公民館図書室 ☎55 - 2511

平戸図書館 ☎22 - 4017
永田記念図書館 ☎22 - 9182
南部公民館図書室 ☎22 - 9191

生月図書室 ☎22 - 9202

まち協だより 地域で頑張るまちづくり運営協議会の活動を毎月紹介Vol.４

　山田・舘浦地区では、「買い物に行くのに足
がなくて困っている」という高齢者の悩みを解決
するため、令和3年1月から高齢者等買い物タ
クシー乗車券支援サービスを始めました。
　対象地区にお住いで、車の免許がない75歳
以上の人、または車の免許がなく障害者手帳を
持っている人が世帯に1人でもいる場合、１世
帯につき5,000円の生月タクシー乗車券を配布
しています。申請者からは「これで家族に迷惑か
けんで買い物に行けるけん良かった」と喜びの声
が上がっています。1年間の試行期間を設け利
用者の声を反映させながら、より良いサービス
へ発展させていきます。
　山田・舘浦まち協は、これからも住みよい地
域を目指し、地域課題の解決に向けて動いてい
きます。

上_雪がちらつく中、事
業がスタート。まち協事
務局の前での１枚。
右_パーティションを設置
するなど新型コロナ対策
を行った上で、チケット
を配布。すでに申請者か
らは喜びの声が。

高齢者の足に「買い物タクシー」 NPO法人山田・舘浦地区まちづくり運営協議会　☎53-1550

　生月町の町民運動会がいつごろから始まったかは
はっきりしませんが、昭和初期には行われていた事が
聞き取りや写真から確認できます。会場は、元触の
山側にある上場の牧野が使われてきました。
　上の写真は、フィールドで幼稚園・保育園児と思
われる子どもたちの徒競走が行われています。海側・
山側には集落のテントが張られていますが、それ以外
でも沢山の観衆が見学しています。
　下の写真は、現在の上場グラウンド（生月町勤労者
体育センター）で、昭和59年に整備されました。隣
接地には、Ｂ＆Ｇ生月海洋センターが整備され、上場
は生月町の社会体育の拠点となっています。
　現在も町民運動会は上場グラウンドで行われていま
すが、昨年は新型コロナの影響で中止になりました。
終息後には青空の下、運動会を楽しみたいものです。

Hirado City Public Relations,2021.３13



市民課消費生活センター　☎22-9122問

消費生活
センター

「消費生活センター」から身近な情報をお届け

消
費
者
が「
自
分
の
意
思
」を
伝
え
る
際
の
ポ
イ

ン
ト

　

の
糸
口
に
な
り
ま
す
。
一
方
的

　

に
主
張
す
る
だ
け
で
な
く
事

　

業
者
の
説
明
も
聞
き
ま
し
ょ
う
。

　　

返
金
・
解
約
の
交
渉
は
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
が
行
い
ま
す
。
ま

た
、
要
望
が
あ
れ
ば
、
今
回
紹

介
し
た
内
容
な
ど
を
出
前
講
座

で
さ
ら
に
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

　

困
っ
た
こ
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が
あ
っ
た
ら
、
１

人
で
悩
ま
ず
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

や
最
寄
り
の
警
察
に
相
談
し
ま

し
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う
。

　

訪
問
販
売
や
電
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販
売
な
ど

で
突
然
の
勧
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を
受
け
た
際
、

断
り
切
れ
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契
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し
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ま
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と
い
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い
る
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。

消
費
者
被
害
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未
然
に
防
ぐ
た

め
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自
分
の
意
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伝
え
る

３
つ
の
ポ
イ
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を
紹
介
し
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す
。

①
慌
て
て
判
断
し
な
い

　

突
然
勧
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を
受
け
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て

　

て
し
ま
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、
つ
い
契
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し
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し
ま
い
が
ち
で
す
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ひ
と
呼
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お
い
て
本
当
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物
か
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静
に
考
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う
。

②
要
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は
明
確
に
伝
え
る

　

契
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を
し
て
し
ま
っ
て
も
、
解

　

約
・
返
金
で
き
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場
合
が
あ

　

り
ま
す
。
解
約
ま
た
は
返
品

　

の
意
思
と
そ
の
理
由
を
明
確
に

　

伝
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ま
し
ょ
う
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③
事
業
者
の
説
明
も
聞
く

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
解
決
へ

文化交流課交流推進班　☎22-9143問

国際交流員
の日記

問

55

　
平
戸
市
で
は
、高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
ら
れ
る
た
め
に
、身
近
な
地
区
公
民
館
な
ど
で

健
康
体
操「
平
戸
よ
か
よ
か
体
操
」を
毎
週
行
う
場
の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、各
地
区
の「
高
齢
者
の
通
い
の
場
」を
毎
月
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　   

　
長
寿
介
護
課
高
齢
者
支
援
班（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）　
☎
22
‐
9
1
3
3

「平戸よかよか体操」オリジナルＣＤおよびＤＶＤを無償貸し出し中です！
―
 

み
ん
な
い
き
い
き
元
気
に ―

高
齢
者
の
通
い
の
場
訪
問
ＶＯＬ．
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活 動 日／毎週土曜　

　　　　　午後１時30分～３時

活動場所／潮の浦漁民センター

開催地区／潮の浦

代　　表／栁本　タマ子

潮の浦おとめ会

栁本　タマ子さん
（大久保町）

代表

　平戸市よかよか体操の介護予防インストラク
ターから勧められ、地域の人とコミュニケー
ションを取ることと、健康維持のために始めま
した。体操後は、お茶を飲んだりお菓子を食
べたりしながら時間を忘れるほど話が弾みます。
　昨年は市外への日帰り旅行を計画していまし
たが、新型コロナウイルス感染症を懸念し中止
せざるを得ませんでした。終息後に参加者み
んなで旅行したいと話しています。
　今後も人数を増やし、いつまでも活動を続
けられたらと願っています。男性の参加者も募
集していますので、気軽に参加してほしいです。

 やなぎもと　　　  たまこ

　潮の浦地区では平成30年４月から平戸よかよか体操を行う通い
の場を始めました。「いつまでも乙女の心を忘れず、若々しく健康
でいられるように」という思いで「潮の浦おとめ会」と名付けまし
た。現在は、50代～ 80代の女性が参加していますが、男性の参
加者も募集しています。
　活動は体操だけでなく、カラオケや温泉にも行っています。ま
た、年間を通して「お地蔵さん祭り」、「恵比寿祭り」、「願立・願成
就」などの行事に積極的に参加し、地域の皆さんに料理を振舞って
います。

「潮の浦おとめ会」

が
、
近
年
は
地
球
温
暖
化
の
影

響
で
委
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会
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。
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が
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響

で
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催
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せ
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。　
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催
さ
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９
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５
歳
だ
っ
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。
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催
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さ
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ラ
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ダ
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国
民
的
ス
ケ
ー
ト
大
会
』

vol.17　　

国際交流員
ボエト ボニー

（オランダ王国出身）



　新型コロナウイルス感染症の脅威から受けるストレスに加え、新しい生活様式での行動制限により日常
生活や将来に不安を抱える人が増えています。今、誰もがメンタルヘルス不調の危険があります。
　メンタルヘルス不調が長期間続くと、うつ傾向になりやすくなります。マイナス思考で心理的視野が狭
い状態では、「自殺以外に解決策はない」と正常な判断ができなくなることもあります。

　下記の予防接種については、年度末（３月31日）を過
ぎると対象年齢外となります。対象年齢を過ぎてから予
防接種を受ける場合、自費での接種となります。

○麻しん
○風しん

無料

４千円

約１万円

約８千円○成人肺炎
　球菌

小学校就学前の
１年間（年長児）

65.70.75.80.85.
90.95.100歳

　また、下記に該当する人は、令和４年３月31日まで、
風しんの抗体検査が無料で受けられ、抗体がない人は
無料で予防接種を受けることができます。
○対　象　昭和37年4月2日～昭和54年4月1日生
　まれの男性

○１日３食バランス良い食事を心がける
○人ごみを避け、屋外散歩の時間を作ったり、家
　の中でも積極的に体を動かす
○生活リズムをなるべく一定に保ち、体調が悪い
　ときは無理をせずに休む
○お酒や喫煙量を増やさない
○電話やメールなどで離れて暮らす家族や友人と
　交流する
○新型コロナに関するニュースや噂話に一喜一憂
　せず、厚生労働省などの信頼できる情報を見る
○心配事や悩み事は一人で抱え込まず、早めに家
　族や友人、公的な相談機関などに相談する

○心の健康・暮らしの相談（３月８日・９日
　・15日・16日）　
　☎57-3933（県北保健所）
○長崎こころの電話　☎095-847-7867
○長崎いのちの電話　☎095-842-4343
○チャイルドホットライン（18歳まで）
　☎0120-99-7777（午後４時～９時）
○新型コロナ関連　心の電話相談
　☎0120-556-338（午後６時～9時30分）
○よりそいホットライン　☎0120-279-338

こころ  ささえる

つなぐ  ささえる

こころの健康を守るポイント 困ったときの相談窓口

※開所時間などの詳しい情報は、子育て応援ガイドブック「おひさま」
　をご覧になるか、各施設にお問い合わせください。親子で遊んで、ママ友作ろう（就学前交流の場）

連絡先施設名連絡先施設名連絡先施設名

57-0236

57-3028

57-0744

55-2006

53-1759

53-0496

22-9206

57-0789

27-0475

27-1084

27-0333

27-0222

57-1943

22-2244

22-3360

22-2575

おひさまひろば

さくらんぼ広場

はなぞの広場

しまっこ広場

よちよちクラブ

めばえ広場

いきつきげんきっこ広場

やよいプレイランド

中津良保育所

堤保育園

小鳩こども園

津吉保育所

トコトコ

あいちゃん広場

かもめネットワーク

みのりの樹１

（田平：平戸口社会館）

（田平：若葉保育園）

（田平：花園保育園）

（大島：大島村保育所）

（生月：山田児童館）

（生月：認定こども園めばえ）

（生月：生月こども園）

（田平：やよい幼稚園）

（南部：中津良保育所）

（南部：堤保育園）

（南部：小鳩こども園）

（南部：津吉保育所）

（田平：保健センター）

（北部：愛の園保育所）

（北部：しおかこども園）

（北部：みのりこども園）

連絡先施設名

広報ひらど 令和３年３月号 16

子育て・健康応援コーナー
このコーナーでは、子育てや健康に関する旬な情報を「お知らせ」します。

特定健診やがん検診などの日程は、対象者に配布している「平戸市健（検）診日程表」をご覧ください。

対象年齢を過ぎる前に予防接種を受けましょう

新型コロナ流行期のこころの健康

健康ほけん課健康づくり班　☎22-9125問

健康ほけん課健康づくり班　☎22-9125問

３月の休日当番医（診療時間：午前９時～午後５時）

住　所 連絡先医療機関日にち

平戸市医師会　☎20-0011問

３月７日（日）

３月 14日（日）

３月 20日（土•祝）

３月 21日（日）

３月 28日（日）

青洲会病院

柿添病院

谷川病院

青洲会病院

柿添病院

平戸市田平町山内免612番地4

平戸市鏡川町278番地

平戸市田平町山内免400番地

平戸市田平町山内免612番地4

平戸市鏡川町278番地

57-2155

23-2151

57-0045

57-2155

23-2151

いざというとき

●平戸市消防本部
　☎22-4199

救急医療機関のことは

子どもが急な病気になったら
●小児救急電話相談センター
　（受付時間18：00～8：00）
　※土日祝日は24時間対応
　☎＃8000 または
　☎095-822-3308

※電話番号を間違いないよう注意してください。

妊 妊婦健康相談乳 乳児健診 母子健康相談母３３歳児健診１１歳６カ月児健診

ところ 種類および受付時間日にち

３月の各種相談および赤ちゃんの健診など

福祉保健センター

平戸文化センター

大島村公民館

平戸文化センター

生月町中央公民館

平戸文化センター

平戸文化センター

平戸文化センター

３月２日（火）

３月３日（水）

３月５日（金）

３月９日（火）

３月12日（金）

３月16日（火）

３月17日（水）

３月19日（金）

　　13:00～13:30

12:30～12:45　　　　　　　　

12:45～13:00　　　　　　13：30～13：45

12:45～13:15

　　12：45～13：00

12：45～13：15

12：30～12：45

12：30～12：45

こども未来課母子保健班　☎22-9136問

乳

乳

乳

パ Sun・MaMaひろば（パパ・ママ教室）

Hirado City Public Relations,2021.３17

妊 母

１

１

１

１

３

３

３
今月の
特ダネ

予防接種名 対象年齢 自己負担 自費の場合

　まだ、抗体検査を受けて
いない人、抗体検査を受
け抗体価が低かったが予
防接種を受けていない人
は接種をお願いします。
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〇
受
験
資
格

　

▼
平
成
３
年
４
月
２
日
〜
平

　
　

成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　
　

の
人

　

▼
平
成
12
年
４
月
２
日
以
降

　
　

生
ま
れ
で
次
に
該
当
す
る
人

　
　

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
お

　
　
　

よ
び
令
和
４
年
３
月
ま

　
　
　

で
に
卒
業
見
込
み
の
人

　
　

②
人
事
院
が
①
と
同
等
の

　
　
　

資
格
が
あ
る
と
認
め
る

　
　
　

人

〇
受
付
期
間　

３
月
26
日（
金
）

　

〜
４
月
７
日（
水
）

○
申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

か
ら
申
し
込
み

　

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
に
つ

　
　

い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
人

　
　

事
院
人
材
局
試
験
課（
☎
03

　
　

-

３
５
８
１-

５
３
１
１
）

〇
試
験
日

　

▼
１
次
試
験　

６
月
６
日（
日
）

　

▼
２
次
試
験　

７
月
５
日（
月
）

　
　

〜
16
日（
金
）の
う
ち
、
１

　
　

次
試
験
合
格
通
書
で
指
定

■中部出張所　☎22-9180　■南部出張所　☎22-9190　■舘浦出張所　☎22-9204　■度島連絡所　☎22-9176
■平戸市役所　☎22-4111　■生月支所　☎22-9200　■田平支所　☎22-9210　■大島支所　☎55-2511

Please 
Check 見落としがちだけど重要な「募集」「お知らせ」などの「情報」が満載

このページも見落とさないで、要チェック！

見逃せない情報がココに
○
募
集
期
間　

３
月
22
日（
月
）

　

〜
４
月
30
日（
金
）

○
選
考
日　

５
月
12
日（
水
）

○
申
込
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク「
職

　

業
訓
練
相
談
窓
口
」

○
施
設
見
学　

４
月
14
日（
水
）・

　

27
日（
火
）

○
訓
練
体
験　

４
月
21
日（
水
）

　

※

施
設
見
学
・
訓
練
体
験
に
つ

　
　

い
て
は
、
次
の
問
い
合
わ
せ

　
　

先
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
問　

佐
世
保
訓
練
セ
ン
タ
ー

　

訓
練
課
受
講
者
係

　
（
☎
０
９
５
６-

58-

３
１
１
８
）

　
　

が
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お

　
　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問　

自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力

　

本
部
佐
世
保
出
張
所

　
（
☎
０
９
５
６-

23-

１
２
３
１
）

○
募
集
訓
練
科

　

▼
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
生
産
サ
ポ
ー
ト
科

　

▼
電
気
設
備
技
術
科

　

▼
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
科

　

▼
テ
ク
ニ
カ
ル
メ
タ
ル
ワ
ー
ク

　
　

科

○
募
集
定
員　

各
科
３
人

○
受
講
料　

無
料（
訓
練
で
使
用

　

す
る
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己

　

負
担
）

○
訓
練
期
間　

６
月
４
日（
金
）

　

〜
12
月
24
日（
金
）

　
　

す
る
日
時

◎
問　

福
岡
国
税
局
人
事
第
二

　

課
試
験
研
修
係

　
（
☎
０
９
２-

４
１
１-

０
０
３

　

１
）　

一
般
曹
候
補
生

○
受
付
期
限　

５
月
11
日（
火
）

○
応
募
資
格　

18
歳
以
上
33
歳

　

未
満
の
人（
令
和
４
年
４
月
１

　

日
現
在
）

○
試
験
日　

５
月
23
日（
日
）

○
試
験
会
場　

海
上
自
衛
隊
・

　

佐
世
保
教
育
隊（
佐
世
保
市
崎

　

辺
町
無
番
地
）

自
衛
官
候
補
生

○
受
付
期
間　

４
月
上
旬
〜
５

　

月
下
旬
ま
で（
詳
細
未
定
）

○
応
募
資
格　

18
歳
以
上
33
歳

　

未
満
の
人（
令
和
４
年
４
月
１

　

日
現
在
）

○
試
験
日

　

▼
男
子　

６
月
５
日（
土
）

　

▼
女
子　

６
月
６
日（
日
）

○
試
験
会
場　

大
村
駐
屯
地（
大

　

村
市
西
乾
馬
場
町
４
１
６
）

　

※

状
況
に
よ
り
変
更
す
る
場
合

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募

集

自
衛
官
を
募
集

国
税
専
門
官
を
募
集

募
　
　
集

　

20
歳
以
上
の
学
生
で
、
経
済

的
な
理
由
で
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
在
学
期
間
中
の
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付

特
例
制
度
」を
利
用
で
き
ま
す
。

　

猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
受
給

資
格
期
間
と
し
て
扱
わ
れ
、
病
気

や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
は

障
害
年
金
を
請
求
で
き
ま
す
。

　

承
認
期
間
は
、
４
月
か
ら
翌

年
の
３
月
ま
で
で
、
申
請
は
毎
年

度
必
要
で
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の　

年
金   

　

手
帳
、
印
か
ん
、
身
分
証
明

　

書（
免
許
証
な
ど
）、
学
生
証

　

の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書

　
（
申
請
年
度
の
４
月
以
降
に
発

　

行
し
た
も
の
）

○
受
付
窓
口　

　

▼
住
民
票
を
登
録
し
て
い
る
市

　
　

町
村
の
国
民
年
金
窓
口

　

▼
在
学
し
て
い
る
大
学
な
ど
が

　
　

学
生
納
付
特
例
事
務
法
人

　
　

の
指
定
を
受
け
て
い
る
場
合

　
　

は
そ
の
窓
口

○
す
で
に
制
度
を
利
用
し
て
い

　

る
人
の
手
続
き　

令
和
３
年

　

度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の

　

人
に
は
、
３
月
下
旬
に
ハ
ガ
キ

　

形
式
の
申
請
書
が
送
付
さ
れ

　

ま
す
の
で
、
ハ
ガ
キ
に
必
要
事

　

項
を
記
入
し
返
送
し
て
く
だ
さ

　

い
。

◎
問　

健
康
ほ
け
ん
課
国
保
年

　

金
班

　
（
☎
22-

９
１
２
４
）

○
免
除
期
間　

出
産
予
定
日
ま

　

た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の

　

前
月
か
ら
４
カ
月
間

　

※

多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出

　
　

産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日

　
　

が
属
す
る
月
の
３
カ
月
前
か

　
　

ら
６
カ
月
間

　

※

出
産
と
は
、
妊
娠
85
日(

４

　
　

カ
月)

以
上
の
出
産
で
、
死

　
　

産
、
流
産
、
早
産
を
含
む
。

○
対
象
者　
「
国
民
年
金
第
１
号

　

被
保
険
者
」で
出
産
日
が
平
成

　

31
年
２
月
１
日
以
降
の
人

○
届
出
時
期　

出
産
予
定
日
の

　

６
カ
月
前
か
ら
届
出
可
能（
出

　

産
後
も
届
出
可
）

○
必
要
書
類　

母
子
健
康
手
帳
・

　

医
療
機
関
か
ら
発
行
さ
れ
る

　

出
産
予
定
日
の
証
明
書

○
受
付
窓
口　

健
康
ほ
け
ん
課

　

国
保
年
金
班（
④
番
窓
口
）、

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

　

市
民
協
働
班
・
各
出
張
所

◎
問　

佐
世
保
年
金
事
務
所

　
　
　
（
☎
０
９
５
６-

34-

１
１

　
　
　

８
９
）

　本市が実施している人口減少対策について、昨年
度から市民満足度などがどのように推移しているか
を把握するため、アンケート調査を実施します。
　インターネットでのアンケート調査は初めての試み
となりますので、ご協力をお願いします。
○回答期限　３月19日（金）
○回答方法　スマートフォン、タブレット、パソコン
○回答フォームURL　https://logoform.jp/form
　/HGFh/8375

企画財政課企画統計班　☎22-9111

人口減少に関するアンケート調査

スマートフォン、タブレット
での回答はコチラ

問

お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生

納
付
特
例
制
度

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年

金
保
険
料
の
免
除
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を
満
た
し
て
い
る
人
は
、
６
月

　

30
日（
水
）ま
で
に
申
請
す
る

　

と
、
３
月
分
の
手
当
か
ら
受

　

給
で
き
ま
す
。

　

※

既
に
児
童
扶
養
手
当
を
受

　
　

給
し
て
い
る
人
は
申
請
不
要

◎
問　

こ
ど
も
未
来
課
子
育
て

　

支
援
班

　
（
☎
22-

９
１
３
７
）

○
利
用
開
始
日
お
よ
び
申
請
期

　

限　

保
育
所
な
ど
の
利
用
開

　

始
日（
入
所
日
）は
、
毎
月
１

　

日
と
15
日
で
、
申
請
期
限
は

　

次
の
と
お
り
で
す
。

　

▼
１
日
入
所　

前
月
の
15
日

　
　
（
15
日
が
休
日（
土
・
日
・

　
　

祝
日
）の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

　

▼
15
日
入
所　

前
月
の
末
日

　
　
（
末
日
が
休
日（
土
・
日
・

　
　

祝
日
）の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

　

※

保
育
を
必
要
と
す
る
事
由

　
　

が
就
労
以
外
の
場
合
は
、

　
　

原
則
１
日
入
所
。

〇
な
ら
し
保
育
の
利
用　

育
児

　

休
業
明
け
の
職
場
復
帰
や
新

　

た
に
就
労
を
開
始
す
る
場
合

　

障
害
基
礎
年
金
な
ど
を
受
給

し
て
い
る
人
の
、
児
童
扶
養
手
当

の
算
出
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

○
変
更
内
容　

障
害
基
礎
年
金

　

な
ど
の
、
子
の
加
算
部
分
の
月

　

額
が
、
児
童
扶
養
手
当
の
月

　

額
よ
り
低
い
場
合
、
差
額
分

　

を
児
童
扶
養
手
当
と
し
て
受

　

給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

※

障
害
基
礎
年
金
以
外
の
公

　
　

的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い

　
　

る
人
は
、
公
的
年
金
な
ど

　
　

の
額
が
児
童
扶
養
手
当
額

　
　

よ
り
低
い
場
合
、
そ
の
差
額

　
　

分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受

　
　

給
で
き
ま
す
。

〇
改
定
時
期　

令
和
３
年
３
月

　

分
か
ら

○
手
続
方
法　

こ
れ
ま
で
障
害

　

基
礎
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い

　

た
た
め
、
児
童
扶
養
手
当
を

　

受
給
で
き
な
か
っ
た
人
の
う
ち

　

３
月
１
日
時
点
で
支
給
要
件

　

は
、
就
労
開
始
の
最
長
14
日

　

前
か
ら
な
ら
し
保
育
を
利
用
で

　

き
ま
す
。

　
　

た
だ
し
、
保
育
料
が
か
か

　

る
児
童
の
場
合
、
な
ら
し
保

　

育
期
間
中
も
保
育
料（
日
割
り

　

計
算
）が
か
か
り
ま
す
。

　

▼
申
請
期
限　

利
用
開
始
希

　
　

望
日
の
１
カ
月
前

○
申
請
に
必
要
な
も
の

　

①
保
護
者
の
印
か
ん

　

②
世
帯
全
員
分
の
個
人
番
号

　
　

確
認
書
類（
個
人
番
号
カ
ー

　
　

ド
、
通
知
カ
ー
ド
な
ど
）

　

③
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由

　
　

を
確
認
で
き
る
書
類（
保
護

　
　

者
の
勤
務
証
明
書
、
就
労

　
　

証
明
書
、
保
育
所
入
所
申

　
　

立
書
、
母
子
健
康
手
帳
、
在

　
　

学
証
明
書
な
ど
）

◎
問　

こ
ど
も
未
来
課
子
育
て

　

支
援
班　

　
（
☎
22-

９
１
３
７
）

お
知
ら
せ

　

農
地
中
間
管
理
制
度
は
農
地

中
間
管
理
機
構（
委
託
先
窓
口
平

戸
市
）が
農
地
所
有
者
と
耕
作
者

の
間
に
立
っ
て
貸
借
の
橋
渡
し
を

す
る
制
度
で
す
。

○
制
度
概
要

　

①
農
地
所
有
者
は
市
へ
農
地
の

　
　

貸
付
申
出
を
す
る
と
、
耕
作

　
　

者（
借
受
申
出
者
）へ
農
地

　
　

情
報
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

②
耕
作
者
は
平
戸
市
へ
借
受
申

　
　

出
を
す
る
と
、
貸
付
希
望
の

　
　

農
地
情
報
を
受
け
取
る
こ
と

　
　

が
で
き
ま
す
。

　

③
耕
作
者
は
借
受
し
た
い
農
地

　
　

が
あ
れ
ば
貸
借
の
手
続
き
が

　
　

で
き
ま
す
。

○
そ
の
他　

詳
し
く
は
、
市
農
林

　

課
窓
口
に
備
え
付
け
の
チ
ラ
シ
、

　

ま
た
は
長
崎
県
農
業
振
興
公

　

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。

農
地
中
間
管
理
マ
ッ
チ
ン
グ
会

　

農
地
中
間
管
理
マ
ッ
チ
ン
グ
会

で
貸
付
希
望
農
地
の
詳
細
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

保
育
施
設
利
用
の
申
請
期

限

障
害
年
金
を
受
給
し
て
い

る
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童

扶
養
手
当

○
と　

き　

３
月
19
日（
金
）午

　

前
９
時
〜
午
後
５
時　

○
と
こ
ろ　

平
戸
市
役
所
３
階

　

中
会
議
室

◎
問　

農
林
課
農
山
村
対
策
班

　
　
　
（
☎
22-

９
１
５
０
）

　

３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
ま

で
、
日
中
に
来
庁
で
き
な
い
人
の

た
め
に
臨
時
で
本
庁
市
民
課
窓
口

の
受
付
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

○
開
設
日　

３
月
25
日（
木
）〜

　

４
月
８
日（
木
）の
間
の
火
・
木

　

・
金
曜
日

　

※

当
日
午
後
５
時
ま
で
に
予
約

　
　

が
必
要
で
す
。

○
延
長
時
間　

午
後
７
時
ま
で

○
取
扱
窓
口　

市
民
課
戸
籍
住

　

民
班（
３
番
窓
口
）

○
受
付
業
務

　

▼
転
入
・
転
出
届
の
受
付

　

▼
市
民
課
取
り
扱
い
の
各
種
証

　
　

明
書
の
発
行

　

※

届
出
の
受
付
は
住
民
票
の
異

　
　

動
の
み
。
異
動
に
伴
う
諸

　
　

手
続
き
は
後
日
来
庁
が
必

　
　

要
で
す
。

　

※

税
関
係
証
明
の
交
付
は
行
い

　
　

ま
せ
ん
。

○
準
備
す
る
も
の

　

▼
本
人
確
認
で
き
る
も
の（
マ

　
　

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
運
転

　
　

免
許
証
な
ど
）

　

※

住
所
異
動
す
る
人
で
、
マ
イ

　
　

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
住

　
　

基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人
は

　
　

住
所
変
更
の
手
続
き
が
必

　
　

要
で
す
の
で
、
必
ず
持
参
し

　
　

て
く
だ
さ
い
。

　

※

本
人
お
よ
び
世
帯
員
以
外
の

　
　

人
が
住
所
変
更
の
手
続
き

　
　

を
す
る
際
に
は
、
委
任
状

　
　

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

　
　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問　

市
民
課
戸
籍
住
民
班

　
　
　
（
☎
22-

９
１
２
３
）

　

魚
釣
り
や
鯉
の
ぼ
り
に
よ
る
感

電
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
電
線
付

近
で
の
魚
釣
り
や
鯉
の
ぼ
り
の
掲

揚
は
絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

万
が
一
、
釣
り
糸
や
鯉
の
ぼ
り

が
電
線
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
は
、
自
分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
、

次
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◎
問　

九
州
電
力
送
配
電（
株
）

　

平
戸
配
電
事
業
所

　
（
☎
０
１
２
０-

９
８
６-

９
３

　

９
）

　　

３
月
１
日（
月
）〜
７
日（
日
）

ま
で
、
全
国
春
の
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
各
家
庭

で
火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
火
災
予
防
に
対
す

る
習
慣
や
対
策
が
大
切
に
な
り

ま
す
。
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
心
が
け
、

火
災
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

感
電
事
故
防
止
に
ご
協
力

を

○
住
宅
防
火
の
ポ
イ
ン
ト

　

▼
寝
た
ば
こ
を
し
な
い
。

　

▼
暖
房
器
具
の
周
り
に
は
、
燃

　
　

え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

　

▼
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を

　
　

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を

　
　

消
す
。

　

▼
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

　
　

置
す
る
。

　

▼
消
火
器
を
設
置
し
て
お
く
。

　

▼
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ

　
　

ン
な
ど
は
、
防
炎
品
を
使
用

　
　

す
る
。

　

▼
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

　
　

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近

　
　

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

◎
問　

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
（
☎
22-

３
１
６
７
）

農
地
中
間
管
理
制
度
の
活

用

臨
時
延
長
窓
口
の
開
設

春
の
火
災
予
防
運
動



第18回夢アイデア　まちづくりに関する提案

第６９回全日本相撲選手権大会令和２年度長崎県中学校新人大会空手道競技

対馬海上保安部長表彰

各種表彰者

第３位
松園　大成 さん（日本体育大学４年・写真１番右）
令和２年12月６日に両国国技館で開催された「第69回全
日本相撲選手権大会」において、紐差町出身の松園さん
が第３位に輝きました。平戸市出身選手の入賞は、第60
回大会で優勝した松永六十四選手以来となります。（写
真・日本体育大学提供）

優秀賞
道井　綾 さん（田平町）
令和２年12月３日に福岡市で行われた「夢アイデア交流
会」（（一社）建設コンサルタンツ協会九州支部主催）で、
地域の養蜂家が連携し、一年中花が途絶えない計画的な
花づくり、耕作放棄地の解消、養蜂家の育成といった取り
組みを提案し、優秀賞（第１選）に輝きました。

日ごろからの努力や活動が実を結び、各種大会やコンテストで優秀な成績を残した皆
さん、および自らの身の危険を顧みず人命救助を行い感謝状を授与された皆さんを紹
介します。

藤澤　哲也 さん（野子町・写真右）
藤澤　末雄 さん（野子町・写真左）
令和２年11月16日、対馬西側沿岸において発生したい
か釣り漁船の船舶火災において、海に飛び込み救助を
待っていた乗組員１人を、付近で操業していた藤沢さんら
が現場に急行し救助しました。この功績を讃え、対馬海
上保安部長から表彰状が贈られました。

２年生個人形・２年生個人組手　優勝
破戸　崚佑 さん（生月中学校２年・生月町）
令和２年11月29日に行われた、令和２年度長崎県中学
新人大会空手道競技において、２年生男子個人形および
２年生男子個人組手において優勝。破戸さんは、３月に埼
玉県で行われる文部科学大臣旗彩の国杯第15回全国中
学生空手道選抜大会に出場予定です。

■国民健康保険税　　　　　第10期
■介護保険料　　　　　　　第10期
■後期高齢者医療保険料　　第９期
※口座振替日　　　　　３月29日（月）
　この日に振替ができなかった場合は、４月12日（月）に再
　振替します。

市税の納期限【３月31日（水）】

税務課総務徴収班　☎22-9115問
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Necessary Information

普
段
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
情
報
を「
お
知
ら
せ
」

暮
ら
し
に

役
立
つ
情
報
が

こ
こ
に
も

各種相談

○３月５日（金）10：00～ 15：00
　平戸文化センター会議室C
○３月16日（火）10：00～ 15：00
　平戸文化センター会議室C

■ハローワークin平戸市

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

■年金相談（完全予約制）
○３月２日（火）10：00～ 15：00　
　市役所本庁３階会議室
○３月９日（火）10：00～ 15：00　
　市役所本庁３階会議室
○３月16日（火）10：30～ 15：00　
　舘浦出張所
○３月23日（火）10：00～ 15：00　
　市役所本庁３階会議室
年金相談予約　☎0956-34-1189 
佐世保年金事務所お客様相談室受付時間（平日） 8：30～
17：00（相談日の前日までにご予約ください）

健康ほけん課国保年金班　☎22-9124問

■３月の延長窓口実施日
　▼３月４日（木）・11日（木）・18日（木）・25
　　日（木）・26日（金）・30日（火）
　　※25・26・30日は転入・転出届も受付ます
■延長時間　　午後５時15分～午後７時
■開設場所　　本庁市民課※各支所・出張所では不可
■受付内容　　マイナンバーカードおよび各
　種証明書の交付
　※交付できる証明書
　◎住民票の写し　◎戸籍謄（抄）本
　◎戸籍附票の写し     ◎印鑑登録および印鑑証明書
※証明の種類によっては、委任状が必要になる場合
　があります。また、印鑑登録は即日登録できない
　場合がありますので、事前にご確認ください。

市民課戸籍住民班　☎22-9123問

延長窓口
　本庁市民課では、平日の開庁時間に来庁できない人
のために、時間外に証明書などを発行するサービスを
実施しています。サービスを利用される場合は、必ず
当日の午後5時までにご予約ください。

　市役所では、市民の皆さんが普段の生活の中で抱
えている悩みや困りごと、また、お仕事で就職や創
業などを考えている人たちなどに対し、各種専門の
相談員に相談できる窓口を用意しています。
　今月は下記の日程で開催しますので、お気軽にお
越しください。

○３月19日（金）９：00～ 17：00
　田平町民センター（研修室２）

■よろず相談会

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

（事業者の経営上の課題解決支援のための相談会です）

○３月10日（水）11：00～ 16：00
　未来創造館会議室A

■若者応援相談会in平戸

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

市民課内消費生活センター　☎22-9122問

■消費生活巡回相談・定例行政相談
○３月10日（水）13：00～ 15：00
　生月地区（舘浦出張所）
　※消費生活巡回相談のみ
○３月11日（木）13：00～ 15：00
　生月地区（舘浦出張所）
　※定例行政相談のみ　
○３月24日（水）14：00～ 16：00
　大島地区（大島村公民館）
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　田平町民センターにおいて、令和２年度第15 回
平戸市公民館大会が開催されました。この大会は、
人々の暮らしをつなぐ公民館をまちづくりの中核と
とらえ、より良い公民館活動の充実を目的として毎
年開かれています。
　大会では、これまで公民館活動や生涯学習などに
多大な貢献をされた11人・２団体の功績を讃え、
表彰が行われました。また、田平地区における公民
館活動や田平まちづくり協議会と公民館との連携に
ついて事例発表が行われました。

２
公民館活動をとおして未来へつなぐ地域の文化７ さらなる平戸の魅力発信のため

　未来創造館において、農事組合法人ひらど新鮮市
場の平戸産品を活用したレストラン事業計画が、農
林水産省所管の総合化事業計画に1月29日付で認
定されたことに伴い、認定証授与式が行われました。
　九州農政局長崎県拠点の白井支局長から認定証が
授与された後、今後の取り組みについて意見交換し
ました。白井支局長は「平戸市は、海の幸・山の幸
が揃った魅力的な場所。今回の認定を機に、平戸市
の魅力をさらに伝えられるよう頑張って欲しい」と
話しました。

２
８

　１月26日の「第67回文化財防火デー」に合わせ、
市内の文化財や史跡13カ所で、訓練が実施されま
した。文化財防火デーは、昭和24年の法隆寺金堂
での火災を教訓に制定され、全国で文化財防火運動
が行われています。
　今年は、新型コロナウイルス感染症の影響で消火
器を用いた少人数での初期消火訓練や防火設備の点
検、コンセントなど発火の恐れがある場所や火災の
際の避難経路を再確認し、万が一の火災への意識を
新たにしました。

１ 万が一の火災から文化財を守る25

１年間の活動の成果を報告

　平戸市役所市長室において、地域おこし協力隊の
活動報告会が行われました。
　報告したのは、生月町で和牛ヘルパーとしての業
務に従事している前田隊員、春日町の集落拠点施設
「かたりな」などで世界遺産関連の業務を担当する田
中隊員、ふるさと納税の商品開発や情報発信などの
業務を担当する石坂隊員の３人。
　これまでの取り組みの成果や苦労したこと、今後
の展望などを黒田市長、町田副市長に報告し、意見
交換しました。

２
15

２
16 度島の地名をパズルに

　平戸市役所市長室において、NPO法人度島地区
まちづくり運営協議会が制作した度島パズルが寄贈
されました。
　パズルは、同協議会が度島の地名を身近に感じて
もらおうと75冊を制作。市役所に５冊寄贈された
ほか、度島小中学校に30冊、平戸図書館に10冊、
残りは度島大学などで脳トレに活用されます。
　同協議会の堺理事長は、「子どもたちをはじめ、
島民の皆さんに楽しみながら地名を覚えてほしい」
と話しました。

　川内峠で春の風物詩である野焼きが行われ、約
30ヘクタールの草原を炎が覆いました。野焼きは、
防火と草原の保全を目的として毎年１回行われてい
ます。
　当日は、消防職員や消防団、地元住民ら約150人
が参加。午前９時ごろから、川内峠の南側から区画
ごとにガスバーナーで火入れしました。放たれた火
はすぐに燃え広がり、バチバチと音をたてながら草
原の枯れ草などを焼き尽くしました。野焼きの後に
は、わらびなどの山菜が芽吹きます。

２
燃え上がる炎が春の訪れを告げる「川内峠野焼き」７
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大
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／
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根
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八
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／
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栁
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73
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高
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村
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政
永 
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歳 
1
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根
獅
子
第
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田
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三
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歳 
1
／
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山
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増
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裕
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1
／
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戸
石
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冨
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和
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歳 
1
／
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度
島
中
部

末
𠮷　
和
広 
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歳 
2
／
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古
江

出
口　

好
子 

70
歳 
2
／
1 
山
中

濵
﨑　

佐
和
子 

86
歳 
2
／
3 
薄
香
浦

小
田　

重
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歳 
2
／
3 
水
垂

小
嶋　

ウ
メ 
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2
／
3 
獅
子
第
４

田
中　

冨
久
雄 
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2
／
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度
島
三
免

池
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美
代
子　
 
85
歳 
2
／
4 
神
船

石
田　

光
代　
　

65
歳 
2
／
4 
宝
亀
第
１

福
田　

幸
子 

78
歳 
2
／
5 
薄
香
浦

中
倉　

良
二 

85
歳 
2
／
8 
薄
香
浦

本
多　
　
　
 

91
歳 
2
／
10 
下
中
津
良

松
本　

正
勝 

90
歳 
2
／
12 
川
内
浦

白
壁　

義
一 

87
歳 
2
／
13 
薄
香
浦

【
生
月
地
区
】

髙
田　

セ
イ 

89
歳 
1
／
19 
御
崎

岩
元　

進 

85
歳 
1
／
22 
元
触

石
山　

ヤ
ス
ヱ 

85
歳 
1
／
22 
壱
部

石
橋　

恒
一 

79
歳 
1
／
23 
山
田

柿
本　

正
明 

90
歳 
1
／
26 
堺
目

石
丸　

ト
ミ 

101
歳 
1
／
28 
浦
北

寺
田　

洋
子 

85
歳 
1
／
29 
舘
浦
屋
敷

問 市民課戸籍住民班
☎22-9123
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市立病院のこれからについて
　２月４日、市立病院あり方検討
委員会の調委員長が市長室を訪
れ、平戸・生月の市立病院の今
後のあり方などについてまとめ
た中間答申書を、市長に直接手
渡しました。

スマホで気軽に確定申告
　２月８日、マイナンバーカード
を利用したスマホでの確定申告
が簡略化されたことで、この日
は平戸税務署の職員と市長でス
マホを使って確定申告の受付を
行いました。

投稿募集！

広報ひらど

R２.３．25　１歳（田平町）

坂田 楓真 くん
R２.３.８  １歳（田平町）

さかた　　　ふうま
ふかだ　　　　れい

深田 玲維 くん

Hirado City Public Relations,2021.３27

すえなが　　　なお

末永 成桜 くんH30.３．20　３歳（岩の上町）

前田 聖央 ちゃん
Ｈ31.３.10　２歳（田平町）

まえだ　　　 せな

岡田 真佑 ちゃん
R２.３.１　１歳（大久保町）

おかだ　　　まゆう うえの　　　　る
しあ

上野 留史空 くん

Ｈ29.３.18　４歳（田
平町）

　　渡口 音 ちゃん
H30.３.10　３歳（田平町）

吉村 柚紀 ちゃん
R２．３．19　１歳（田平町）

よしむら　　　ゆずき

わたりぐち　せら

　川 悠花 ちゃん
H27.３.28　６歳（田平町

）

よしかわ　　 はるか つちだ　　　おうが

槌田 煌雅 くん
H28.３.29　５歳（生月町）

よしなが　　ゆい
な

吉永 結菜 ちゃん

H28.３.８　５歳（鏡
川町）

つちだ　　　あうる

槌田 唯麗 ちゃんH31.３．26　２歳（生月町）

牟田 悠希 くん
H30.３.６　３歳（度島町）

むた　　　はるき

みやがわ　　せいた

宮川 晴大 くんH29.３．５　４歳（田平町）

まつおか

松岡 いと ちゃん
Ｒ２.３.17　１歳（主師町）　

３月生まれの皆さん
お誕生日おめでとうございます

vol.106

●投稿方法　写真、子どもの氏名（ふりがな）、生年月日、性別、投稿者氏名、
　　　　　　 住所、連絡先を添えてＥメールでお送りください。
●申込先　　広報ひらどHappy Birthdayコーナー（人事課秘書広報班）
　　　　　　Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp
●申込期限　発行月前月の15日まで
●募集人数　15人（先着順）

４月
生まれ
募集中

※メールの件名に必ず「４月号Happy Birthday」と入れてください。
※投稿した写真が必ず掲載とは限りません。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

　４月に誕生日を迎えるわが子の笑顔を、皆さんに届けませんか？このコー
ナーでは、小学校入学前の子どもの写真を募集しています。（市内在住者に
限ります）

ＱＲコードで簡単に
応募できますよ！

ＨⅠＲＡＤＯの
アイドル大集合

広報ひらど 令和３年３月号 26


